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取扱説明書 


このたびは本品をお買いあげいただきましてまことにありがとうございます。 
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安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品をま全に正しく使用するために、 
がずお守りいただくことを説明していまず。 

♦ここに示した表示は、誤った使しかたをしたときに生じる危害や損書の程度を次の表示で区分し、説明してしほす。 



A ち険 ( danger ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負う危険、ま 
たは火災の危険げ差し迫ってをじることが想定される内容を示してしほす。 

么警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が死 t 、 重傷を負弓可能性、 
または火がの可能性が想定される内容を示していまず。 

A ま意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び傷害を負ラ可能性や物的 
損害の発生が想定される内容を示していまず。 


みを類を乾燥厳禁] 

巧類などの乾燥には使用しないで<ださい。 

落下した巧類に火がつを、火災の原因になりまず。 

由寝をとき消^^^] — 

寝るとをや外出するとをは、必ず消火し、乂び消えていることを確認し 
て < ださい。 

予想しない事故び発生するおそれびあります。 




〇 


[★スプレー吿厳禁！ 

スプレー吿やカセツトこんろ用ボンベなどを、ス f -ーブの前面や温風の 
あたるところに放置しないで<ださい。 

熱で 定の圧力び上びり、爆発し、危険です。 

換気必要] 

•換気せずに使用しつづけないでください。酸素び不足ずると、不完全 
燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれがありまず。 

• 使用中はおず]時間に ] 〜2回 （ 1〜2分)換気して、新鮮な空気を補 
給してください。（窓の凍結、地下室など)操気び充分におこなえない 
場所では、使用しないでくださ い。 _ 

み溫風吹出口（ルーバー）をふさがない1 

を類、紙などで温風吹出□(ルーパ’一）や燃焼空気取入口（給気フィルタ 
一)や温風空気取入口をみさびないで < ださい。 

衣類、紙などでみさぐと、異常燃焼や乂災の原因になります。 


酸 

猜 

去 バ 換気 

0 



告 （ WARNING) 


みガソリン使用禁止 I 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶对に使用しないでください。 
少量の混入でを、火災の原因になります。 


01 


么危険 （ DANGER) 


お使いになる前に 


消义 






安全のために必ずお守りください 



告 （ WARNING) 


L 古可燃性ガス使用厳禁 


ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するちの(ガソ U ン、 
ベンジン、シンナー)、スプレーを使用しないでくだごい。 

火災や故障の原因にな0ます。 




意 （ CAUTION) 


I ★カーテン、可燃物近接禁止1 

カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使用しないでください。 

毛布やふとんなどをおくに置かないでくださし、。 

火災び発生ずるおそれびありまず 。 

み給油時消火] 

給油は、必ず消火して、本体温度び充分下びってから、乂の気のないと 
ころでおこなってくださし、。 

乂災のおそれびあります。 



★居室内給油禁止 


給油は、必ず火の気のないところでおこなってください。 

乂災のおそれがあ0まず。 

I ★油漏れ 確認1 

給油口□金は確実に締めて<ださい。 

給油ロロ金を下にして、油漏れびないことを確かゆてください。 

給油□□金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□□金びがれて、火災 
のおそれびあ0まず。 

• 油び漏れる状態で使用しないでください。义災のおそれびあります。 



★異常時使用禁旧 


におい、すすの発生、炎の色など異常を感じたときは使用しないでください。廣^ 
運転スイッチを巧して「切」にしてください。 ^^ 2 : 

異常燃焼のおそれがありまず。 尋 ^^ It 

•万ーストーブか5火び出たり、床などに火びついたとさは、あわてず 
に消乂器で消火して < ださい。 ___ 

みほこりの除去 I 必 I 

燃焼空気取入 □ (給気フィルター）や温風空気取入口は、週1回しソ^ ^ 

上おず掃除してください。 \ 

ごみ、ほこりなどで燃焼空気取入 □ (給気フィルター）や温風空気取，!： 
入□びつまると、異常燃焼のおそれびあります。 (! 拐撇5 

-★温風に直接あた 5ない:^、1 射熱に長時間あたを なし、 1 ^ 

温風に直接長時間あたったり、ス I -ーブの前に長時間い続けないでくだ^ 

さい。低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 

温 風を直接吸い込まないでくだ さい。気分び悪くなることがあります。 

み移動.運搬する ときの注 意 J 

ストーブはひきず6ないでくだごい。床面、じゅラたんなどを傷つけた 
り、本体底面の塗料びはびれて、さびの原因になるおそれびあります。 

ストーブを移動する時は、必ず消火し、油タンクを振いて傾けないよラに静 
かに移動してください。油び漏れたり、火災になるおそれびありまず。 

修理•引越しなどストーブを運搬される時は、必ず細タンク、油受けざ 
5の好油を抜いてください。灯油びこぼれ周囲を巧すおそれびあります。 



湿風空気取入 □ 



0 

0 

使用禁止 

〇 

fa ぶ 

脅 

禁止 

み 










A 


電源プラグは確実に差し込む 1 

電源プラグはコンセントに根元まで禮実に差し込んでください。 

(また 、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないで<ださい。、 

I 火災の原因になりまず。 J 

说れた手での抜を差しはしないでください。 

感電の原因になります。_ 

[★電源プラグのお手入れをずる I 

とをどさは電源プラグを抜定、ほこ0(及び金属物)を除まして<ださい。 
(ほこりや異物びたまると湿気などで絶縁不良になり）乂災の原因になり 
ま9。 _ 

I ★お子様やお年寄りのご使用にま意 J 

お子様やお年寄り、体のご不自由な方びお使いになる場合は、やけどや、 
部屋の換気などについて、周囲の人び充分にを意して<ださい。 

★腰をかけたり物をの g ない 

ストーブの上にのったり、腰をかけたりしないでくだをい。 

ストーブの故障や、やけどのおそれびお0ます。 

ストーブの上に花びんや、水を入れたちのなどを置かないでください。 
水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 


〇 

指示 

〇 

指示 

〇 

指示 

0 

禁止 


★高温部接触禁止 


燃焼中や消义直後は、高温部、温風巧出口(ルーバー)やガードに手など 
ふれないで < ださい。 

やけどのおそれびあ0ます。 


^ w 接輔禁止 


★指や異物を入れない j 

燃焼部（炎筒）の上やガードの中に指や異物をのせたり入れないでくだ ^ 

ホし、。 4 

^ 〇 

けがや火災のおそれびあります。 


★分解修理•改造の禁止 

故障、破損した6、使用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険でず。 

分解禁止 

★保管時にしていただくこと1 

長期間使用しないとさ、または保管するとさは、必ず灯油を抜さ電源プ 
ラグをコンセントか5旅いてください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

抜を取れなかったな油が漏れた0、乂災のおそれびあ0まず。 

〇 

確認 

★電源 コー ドを傷めない1 

電源コードに無理な力を加えたり、傷付けたりまねたり、物をのせたり 
加工しないで < ださし、。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って弓1き抜かないでください。 

電源コードび破損し、火災や感電の原因になりまず。 

0 

★長期間使用しないときは電源プラグを抜く] 

長期間使用しないときは電源プラグをコンセントか6抜いてください。 

火がやそ想しない事故の原因とな0ます。 

% 

電源プラグを巧< 


意 （ CAUTION) 


お使いになる前に 






ち全のために必ずお守り < ださい 



意 （ CAUTION) 


★廃棄ずるとき 

文トーブを廃棄処分古るときは、必ず油タンク、油受けざ5内の打油を巧を取ってくださ 
い。 （24 ページ参照） 

灯油が入ったまま廃棄するとリサイクルの隙思わ 城事故が発生するおそれびあります。_ 
I ★次の場所では使用しない I 火災やそ想でさない事故や故障の原因にな D ます。 

(が平でない場所、不を定な場所） ( 風のあたる]1所、自帽の出入 □ (屋外)) 


〇 

_JI お 

0 


•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しない 
で < ださい。 

対震自動消乂裝置び誤作動することびあります。 
•しっかりしたじようぶな床面で使巧してください。 

• 不安をな台上で使用しないで < ださい。転落するお 
それびあ0琴;険です。 

暖炉などストーブが囲われる場所') 

•暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使い方を 
しをいでださい。火災を原因になりまず。 

ほこりや湿気の多い場所） 


•風のあたるところでは使用しない 使用禁止 
で < ださい。炎が出て危険です。 

掃除機の排気にわを意してください。 

• 部屋の出入□など人 I — pi 

の通るところ、人びぶ 卢 -^4 

つかったりつまずく場—__ 

所で使用すると、転倒 
して事故や火災び起 
きるおそれびあります。又- . 

(で安定な物をのせた棚などの下^ 

• 落下物により乂災び起きるおそれびあります。 


• 燃焼空気取入口（給気フィルター）や温風空気取入口 化 /n わ卜言品 旧お/ TV ち,、巧 -じ、 

び目づまり状態になり、異常謹や異萬歷を起こし、 U 1 射日ホのあにる明、;皿暦の巧い柄尸が 

事故になる危険性びあります。 •異常燃焼を起こずおそれびありまず。 

角•美容院、クリ- ニ ング店などスプレ-や化学薬品を使う場所） • 漂器讓睐由びぁふれ出て火災のぉそれ 

•理 • 美容院、メッキ、塗装工場、電子部品組山■工場、繊維品规麻山’一/ n 瓦去日-5 ド'-*: 卜 i-t ■卜 ±エ4而ピ、 
関係工場などでは使用しなし、でくださし、。 巧燃性カスの発生する細、またはたまる塌が 

器具の故障や、腐食性ガスの発生により金属、鏡、ガ • 爆発や乂災の原因になります。_ 

-胃胃 Kk ではシ 1」]-ンを 

配合したお毛用コート液やヘアートリートメント（枝•予測でをない事故が発生するおそれびあり 
毛用）は点火ミスや、途中消乂など故障の原因になります。 

ますので使用しないでください。 

(高地 （ ISOOmli (上の場所り (XI 

• 酸素濃度が薄いので不完圣燃焼します。 

• 8日〇〜 1 3日日 m では調整び必要ですので販売店までお問い含わせ<ださし ^^^* A 使用禁止 

L * 可燃物(木壁、含板、ふずま琴だ)との距離を離ずリ ， J 

•ストーブ上方の棚などとの距離はがず1 m しソ上あけてください。 L ; 达 G 
•上方の棚などからの落下物びないよラにしてください。 i 

•特に、力ーテンなどびス I ブにふれないようにしてください。 : JJLH 
.家具などか5は充分な距離をとってください。 夸 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります。） 




願い （ NOT に E) 


r ★シリコーン配含製量を使用レない J 

♦ストーブ(石油フアンヒーター)で暖房する部屋では、シリコーン配合製品（ムース.ク U —ム•液 
体スプレーなどの枝毛用へアートリートメント類、つや出し剤や、防水スプレーなど）を使用しな 
いでく ださい。点火 ミス-途中消火などの故障の原因になります。 

にだ由 © 廃棄 j ♦な油の廃棄姐分は、な細をお買い求めになった販売店にご相談ください。 











使用する場所 


各部のなまス 


外観図 


タンクふた 


取っ手 


油タンク 


温風の出 □ 
(ルーパー) 


手掛け 


ガ-ド 


操作部•表示部 


反射板 


パイブ フレーム 


ガラスが筒 


ヒートエレメント 


フ□ントパネル 


温風空気取入口 


口金開閉具取付穴 


>アンモ—夕— 


燃焼空気取入 □ 
(給気フィルター） 


ルームサー S スタ 
(室内温度検知部） 


llil 


※スぺ ーヴー 


(附属品) 


電源コード 


\電源プラグ 


□金開閉具 


お願い 


★スペーサーはテープをはずして水平に倒してお使いください。 

力ーテンなどで燃焼空気取入□(給気フィルター)び所さびれるのを防ぎまず。 



I ★ 効果的に使用 ずるために 

♦温風の循環を巧げるちのびない場所に設置して<ださい。 
♦外気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的です。 


お使いになる前に 






















各部のなまえ 


操作部•表示部のなまえと使いかた、「点な」 • 「点滅」の意味 


( M ) ( MB ) 

I バイ幼 

設定溫度室の湿度 

(M ) 嚇 

0。 rm 

し u uyj 

設定温度室喊显度 

dj ) 獅 

3: H 广 

設定温度室内温度 

dD ( SE ) 

「 c 。 P n 
I QUL'I 

設定温度室喊显度 

( Mi ) ( fg ) 




デジ タル 表示部 

■温度表の 

設定温度…6で〜28でまで 
設定温度を選択でをます。 
室内温度…日で〜32でまで 
表示しまず。 

■現在時刻表示 
現在の時刻を表示します。 


設定温度室内通度 

di ) 嚇 


設定温度室内温度 

(ID 嚇 

r I 。〇 C 
It L 。 U 

設定温度室内温度 


■3 時間燃焼終了時の表示 
「3化-」を表示します。 



■タイマー運お時刻表示 

タイマー時刻表おは点滅します。タイマー 
運転終了時には、 

「でみ-」を表示します。 


■給油に関ずる残り燃焼時間 
rgff ) 残り時間を表示します。 

※油切わ時は--」を表示しまず C 

<iD 


■故障•異常により自動消义したとをの表 
示（エラー表巧） 

自己診断機能により、故障時には K - ご」 
〜 r f - 3」を表示します。 


■クリーニング燃焼表示 


_ mmyy _ 

占'な 

♦油タンクが’空になって消火ずる10分前に点灯と同時に「ピー」音び 
鳴り、給油の必要を予告します。 

点滅(運転中） 

♦時間延長（給油延長）ボタンを押すと点減し、給油延長（最大約40分 
延長）運転中を表示します。 

点滅（運転停止） 

♦油びなくなり目動消火しました。（日秒間「ピー」音び鳴りまず） 

11ページ参照 


設定温度室の温度 
湿度•時刻合わせ 



〇崎七夕 


Q な、部替 



















運転スイッチ 

♦一度巧すと 「入—」 

•もう一度巧すと「切凰」 
になります。 

点滅 . 予熱中 

点な . 運転中 


消灯 . 消乂 

14、17、18、19、2日ぺージ参照 


温度•時計表を 

デジタル表示部の表示内容を示しまず。 


_湿 度/時刻 合わせボタン 

室温の設定、時刻の設定に使いまず。 

♦室温設定の場合 

設定温度をお好みの温度にすることびできます。 
© あるいは@1のボタンを押して合わせて 
ください。 

•時刻設定の塌合 

@あるいは@1のボタンを押して合わせて 
ください。 

13、16、17ぺージ参照 



消臭点火 • 時間延長（給油延長）ボタン 

-\ 


♦燃焼中に押したときか5、再度別き間の燃焼継続び巧能になります。 

19ページ参照 

連 串な 乂イッチ 
「入」 

•タイマー燃焼か5、通常運転に切り替えるとさに押しまず。 

18ぺージ参照 


•給油延長運転をするとさに巧します。 

11ぺージ参照 

運転スイッチ 
、「切」 

♦消臭点火をずると去に押しまず。 

•消臭点火を解除するとをに巧します。 

14ぺ-ジ参照 


チャイルド n ツクポタン 

設定•解除をする場合は3砂(上押しまず。 


2日ぺージ参照 


タイマーボタン 

タイマー運転をおこなラとをに使います。 
17、18ぺージ参照 


巧油 セーブ ボタン 

灯■油セーブ運転の設を’解隙をおこないます。 
1目ページ参照 


小部屋ボタン_ 

ル部屋運転の設定•解除をおこないます。 

巧ページ参照 


_換琴ランプ_ 

点滅（運転停止）’室内の空気び、酸素不足状 
態です。 

♦窓やドアを開けて充分に部屋の換気をしてく 
ださい。 

•換気ランプにたよ日ず1時間に1〜2回は必ず 
部屋の換気をしてください。 


_ 消臭ランプ 

♦点灯--•消臭点火に設定されています。 
参点滅… 消臭機能作動中。 


14ページ参照 


チャイルドランプ 


a 


点な… チャイルド□ック作動中 
消 巧… チャイルド□ック解陈 


_ タ イマーランプ 

点な♦タイマー運転待機中 
♦タイマー運転中の1時間 
♦タイマー運転終了時 （r /认-」表示中） 
点減♦タイマー時刻を設定中 


'な油セーブラ:/三 

点な…丹油セーブ運転中 


小部屋ランプ__ 

点な…ル部屋運転モードに設定されています C 
1己ページ参照 


お使いになる前に 















お使いになる前の準備 


製品と同徊品を取り出します 


♦包装箱からすべての捆包材を取り除を、製品に傷をつけないよ 
ラに取り出してください。 

同時に取扱説明書と□金開閉具わ取り出してください。 

♦詳しくは、包装箱上面に表示してある r 包装の内容」を参照して 
<ださい。 

♦包装箱や捆包材は保管ずるとさにご利用ください。 



_ 口油について 

® 燃料は口油 ( J に1号な油)を必ず使用してください。 

(§) 変質な油、不純な油は、絶対に使巧しないでください。 


A 危険 


I ★ガソリン使用禁止 I 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないでください。少量の混入でを、 
火災の原因にな0ます。 




•変質口油、不純丹油（灯油•(外の油-水-ごみび混 
入した'灯油など）は、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因にな0まず。 

♦助燃剤(添加物)は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびありまず。 

®' な油の保管のしかた 

♦巧油は必ず火気、 

雨水、ごみ、局温 
および直射曰光を 
避けた場所に保管 
して < ださい。 

♦な油容器巧の灯油 
がかないと温度変 
化により結露して 
水びたまることび 
お0ます。 

♦な油の容器は専用のをれいな容器を使用して<ださ 
し、。また打油容器は必ず J I S 認定品で色つをのな 
油専用容器を使用してください。 

1 ^ 


0 



灯油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(乂の気のない所でおこなって < ださい） 


〇な油 X ガソリン 



濡れたままです。 すぐ乾いてしまいまず。 I 


良い保管 


直射曰光、雨水び当た 
6ず、火気のない冷暗 
所へ保管 



悪い保管 


直射曰光、雨水の当た 
るべランダなど、室外 
の保管 




















変質な油とは 


不純な油とは 


♦古いな油。 （2 年切上越した 
灯油） 

♦長期間、曰光の当たる場所や 
温度の高い場所に保管した巧 
油。 

♦容器のふたが開けてあったり、 
乳白色の容器で保管した好油 
は変質しやすい。 

変質のひどいちのは黄色味を 
おびたり、ずつぱいにおいび 
します。 


古い巧巧は 
使わないで 




0 

使用禁止 


け T 油外の油（ガソリン、 
シンナー、天ぷ5油、機 
械油、重ミ虫など）別まん 
の少しでち混入した巧油。 


♦水やごみび混 
入した灯油。 


巧油む外の 
油、水、ごみを 
. 入れないで 



0 

使用禁止 


変質な油の見分けかた 


水と同じ無色透明なら正常。 



コップに水を入れ、次に巧油を入れて 
背後に白い紙をあてまず。 


少しでを色びついていた6 
使用しない。 



白い紙- 


0 

使用禁止 


♦変質な油の見分けかたはたい 
へん難しいので、 メーカーの 
はっさりしないな油は使用し 
ないで < ださい。 


® 変質巧油や不純'灯油を使用ず 
ると 


® 万一変質な油や不純'灯油を使 
つたとをの処置のしかた 


♦変質灯油や不純打油を使用しまずと、バ 
ーナーにを量の夕ールがたまり、点火し 
なくなったり、燃焼び悪くなったり、激 
しいにおいびした0しまず。 

♦水の混入した灯油を使用しますと、がび 
ルさくなり乂が消えてしまいまず。又、 
油タンクにな油び残っているのに、「給油 
ランプ」び「点な」することびあります。 


1 油タンク、ミ由受け、油受けざ5内の悪い 
巧油を抜さ取り、良質の灯油で内部を2 
〜3回洗ってか5ご使用<ださい。 

に4ページ参照） 

2 悪い灯油を扳さ取っても効果のないとさ 
は、販売店までお問い合わせ< ださい。 


-お願い- 

変質灯油や不純な油び原因でアフターサービスを依頼されたと去は、保証期間中でを有料修理となり 
も^ 0 


お使いになる前に 









お使いになる前の準備 


給油のしかた 

f 

A ま忌、 

> 

給油は、必ず消火して、本体温度が充分下びってから乂の気のない 
ところでおこなってください。 SB 

火災のおそれびありまず。 

消火 


1油タンクを取り出ず。 

2総由ロロ金を左「〇」へ回して取 
りはずす。 

♦給油口□金を取りはずす前に、先端の弁部を 
押すと、給油口□金が開けやす<な0まず。 


附属品の「□金開閉具」を使用しますと、灯油 
で手を巧さないで給油□□金の開閉がでさます。 

V_ _ 

3給油する。 

市販の給油ポンプの先端を止まるまで軽く差し 
込んで、油量計を見なびら給油してください。 

(ホースび掠けないよラにミ主意しなび6給油し 
て < ださい。） 

•灯油は油量計の上部(ち図 給油位置 ♦) まで 
給油してください。 

入れ過ぎますと、あふれ出ることびあります 
ので充分注意して給油してください。 

( -お願い- S 

♦油タンクの中にある r こぼれま拴」 の弁び、給 
油□近くまで上がっているとをは、弁を下へ 
押し下げて < ださい。 

•油タンクの中にある r こぼれま栓」 は、給油口 
□金びがれたとさに、油漏れを防ぐ装置です 
ので、取り外さないでくださし、。 





4給油ロロ金を締める。 

給油口□金をち「〇」に回して確実に締めてく 
ださい。 

•こぼれた灯油はよくおさ取ってください。 




Ik 


★給油□口金は、斜めに締めたり、締めつけび 
不完全ですと、油漏れによる义災の原因にな 
ります。また、違った給油□口金を取り付け 
ますと油び出な< な0ます。 



〔本機の給油□□金) 


5油漏れのないことを確認する。 

口を開閉具を取りはずし、給油□□金を下 
にして油漏れのないことを確認してか!5、 

ス I ブに正しく詩かにセツトします。 
★油び漏れる状態で使用しないでください。 
火災のおそれびあります。 









給油の目ち（給油延長運転) 


油タンクの灯油び空になっても、油受けざらの巧油を燃焼させて、最大約4日 
分の延長燃焼がでさます。 


1 油タンクのな油が少なくなると、「 I 給油ランプ」が 
r 点な」し、「ピ ー J 音が連続して鳴り、「デジタル表 
示部 J に残り燃焼時間(分）「 || fl 」 を表示しまず。 

♦運転スイッチを巧して消火してか5、給油してください。 

★給油しませんと、2分ごとに r ピー」音び鳴ります。約1日分後に「給油ラ 
ンスび r 点滅」し、「デジタル表示制の残り燃焼時間表示び「 ---- 」と 
なり自動消火します。 

2 給油延長運転をずるとき 

油タンクの巧油がかなくなり r 給油ランプ」び r 点打 J したら、「時間延長(給 
油延長)ボタン」を押しまずと、給油延長運転をして最大約40分間の燃焼継 
続をします。 

「撒由ランスが「点滅」し、「デジタル表示部」の残り燃焼時間表示(分)び変 
わります。 

残り燃焼時間び10分！; Tf になると、2分ごとに「ピー」音び鳴ります。 

•約4日分し义^に、運乾スイッチを押して消火してか5給油してください。 

女給油しませんと、約4日分後に、「給油ランスび「点滅」し、「デジタル表 
示部」の残り燃焼時間表示び「 -- --」となり自動消乂します。 


♦「時間延長(給油延長)ボタン」を押すと、時間延長(燃焼)を同時にセット 
されます。 


(1 日ページ [ 消し忘れ消义装置の使いかた I 参照） 

♦給油延長運転中は、室温に関係なく最ル燃焼 (r 微亂または r ミニ」)運転 
をします。 



★ス I -ーブを持ち運ぶときは必ず消乂をし、 
本体温度び充分下びってか5、電源プラ 
グをコンセントか5振いて、油タンクを 
取り出して、ス I -ーブを傾けないよう静 
かに運んで<ださい。な油びこぼれて火 
災になるおそれびあります。 


〇 

指示 



入、巧ホ-切 
C 洁顆亡! 

di) (M) 


I 


設を窟度室内湿度 

温度•時刻含わせ 
時巧 



さげるあげる 

輿な 3 

刪時間洒 



デジタル表示部 


お使いになる前に 

運転スイツチ 


時間延長ボタン 


給油ランプ 



a 









お使いになる前の準備 


点乂前の準備 


1 水平の確認をずる。 

♦ストーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ストーブび、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 

♦ストーブを傾いた巧態で使用しますと、対震自動消火装置び誤作動することびあります。また、転 
倒しやす<、異萬燃焼の原因にな0ます。 

2電源プラグを電気のコンセント(家庭用 
AC 100 V ) に確実に差し込む。 

♦「ピー」音びします。 

♦「デジタル表示酬に r •• -• 」び r 点抑しまず。 

(消臭ランプち「点打」します。） 

. -お原頁し、—— 

★電源プラグを、絶対に、2日日ボルトのコンセントに差し 
込まないでください。感電■火災-故障の原因になりま 
す。 



★コンセントびゆるんでいたり、差し込みび不充分でずと、 
電源プラグび過熱し、熱変形することびあります。この 
よラなとさは、必ずお買い上げの販売巧に修理を依頼し 
て < ださし、。 

お部屋のコンセントち必ず修理して<ださい。 


★電源コードに傷を付けたり、束ねたり、おったり、重い 
物をのせたり、加工しないでください。感電や火災の原 
因になります。 

★他の電気器具と同時に使用するとをは、ご家庭の安全器 
(ブレーカー)の容量をこえないよラにしてください。 



★電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張って抜か 
ないでください。斷線、発熱、発火の原因になりまず。 


★熱に弱いジユータンや床の上で長時間使用すると、床面 
が変色したり、そり返ることびありまずので熱に強いマ 
ットなどを敷いてください。 








3 現在時刻を設定します。 

現在時刻が午後7時1日分の場ち 鑛气 

巧）@または@のボタンを一度押す。 

「ピー」音びして「時計」表示び r 点激します。 

( D デジタル表示を見なが5@のポタンを押して巧 
に含わせる。 

③デジタル表示を見なが5@のポタンを押してぶ 
に合わせる。 


•® • @のボタンは、一度巧すごとに1時間または1分間ずつ進みまず。 
押し続けまずと連続的に進みます。 

•時刻含わせをずる攝合は、「時計様示び r 庶威 J している間 (1 雌)間)に^ . 
@1のどち5かのボタンを巧してください。 

時刻合わせがでをなかった攝含は、ちラー度@または@のボタンを押 
してやり直してください。 


( Dr 時計」表示が、 r 庶威」か点!):了」に変わり、設定が 
完了しまず。 

f -お願い-> 

★ストーブの時刻表示び狂った D 、 タイマー点火時刻び狂ったりずる場合 
は、電源プラグを一度抜いて、ちラー度差し込み直して、時刻を設定し 
てみて<ださい。それでち直らないとさはお買い求めの販売店までお問 
い合わせ < ださい。 

★ストーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラ d 塞） ( K ) 
グを掠いて再通電した場合、デジタル表示はち図のよラ [77 ^ ~~ n 
に表示され、「時計」表示び r 点灯」しまずので、現在の時! さけ日ド•室が 4 
刻を設定してください。（但し、電源プラグをおいても、 皿。 
時計-温度記憶機能で約30分間は、現在時刻を記憶して 
います。） 


I ★省雪力機能] 

♦時計表示中に、5分間経過しまずと、省電力機能が働いて、デジタル表示部 
が「消灯」して、電力の消費をおさえまず。（※チャイルド□ック設定になって 
いる時はチャイルドランプは r 点打」したままになります。） 

時計表示を確認したい場含は、操作部の運転スイッチけがのどれかのボタン 
を押すと表示します。運転スイッチを巧すと点火動作に入ります。 

(運転中及びタイマー待機中この機能は働さません。） 



3巧巧し 


〇チ儘.みク 

〇巧イマ} 

〇争-ヴ 

〇み"^基 

(S> 

(M> 

TOYOTOMi 


デジタル表示部 


お使いになる1刖に 


ぶ 






使いかた 



( 


※最初の設定は、消臭点火モードに設定してありますので、最初か5「消臭ラ 
ンスが r 点灯」します。 

「消臭点火」は、点火までの時間を約21日秒にして、予熱を充分におこない、 
点火時のにおいをみな<ずる点火方法です。 

① r 運転スイッチ」を巧して r 入」にする。 

♦だ一」音がして r 運転スイッチ」び「点滅」します。 

♦「温廣」表示が r 点な」し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示し 
ます。 


油タンクに巧油があるのに r 撒由ランスび r 点 I 灯 J 刻ま r 点測している場合 
は、油受けを取り出し、ごみや水を捨てな油で洗浄してください。 

(24 ぺージ参照） 


( D 約210砂後に自動的に点乂し、 r 運転スイッチ」が「点 
'な」に変わりまず。 

I ★消臭点火解除方法 I 

♦「運転スイッチ」び「切」の時に「消臭点义ボタン」を押すと、「消臭ランプ」び 
「消灯」して消臭点乂モードび解除され、点火までの時間び約1日日砂と短くな 
0ます。 

室内温度が目で切下の攝合は、点火までの時間び、約21日秒のままです。 

f -お願い-^ 

★初めて運転するとさや、製品を移動させたり、激しい振動び加え5れた 
あとに運転するとさ、白煙け了油の蒸気)や舅気び出ることびあります。 
これは、移動、振動によりパーナー(燃焼部)内に落ちた余分な油び蒸発す 
ることによるをので、一度点火し、余分な油びなくなれば白煙や臭気は 
なくなります。この様な場含は白煙、臭気びなくなるまでは(窓をあけ 
るなど、 ） 操気をおこなってください。 

★点火時にバーナー(燃焼部)内で、「ボッ」と言ラ音や「ゴーゴー」と言ラ音 
びします。これは点火を確実にするためで異常ではありません。 

★点火時には少しにおいびありまず。 

★燃焼中「チッチッチッ」と言ラような音びすることびありまずび、電聴ポ 
ンプの音です。また、燃焼中に r ジュッ、ジュッ」.「シャンシャン」など 
の音びする場合がありますび、これは灯油び蒸発ずる音です。異常では 
ありません。 

■消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火後3時間で自動消火を 
します。燃焼を継続する場合は消火する前に [^ r 時間延長ボタン」を 
巧して < ださい。 

詳しくは1目ページを参照してください。 

女ガラス炎筒に水をかけたり、衝撃を加えないでください。割れることび 
あります。ストーブを運転する前に、ガラス炎筒び割れていないか確認 
し、割れていれば、修理(交換）してください。 


点义（通常運転) 


@運転スイッチ 「温度」表示 消臭ランプ 



デジタル表示部 



給油ランプ 


公 








炎の状態 


★ストープを使用ずると定は、正常に燃焼しているか、ガラス炎筒巧のおの状態をおず確認し 
て < ださい。 


〇 

確認 



お ; n 


室温の調節（運転中にしかできません) 


にこに表示したが態は r 強燃焼」の状態です) 


使用禁止 


!も也 

讓 


青炎燃焼でがの先端に多少 
黄がびはし巧。 

ヒートエレ >(ントびほぼ巧一 
に赤熱し、 炎の伸びや、 燃焼 
音びルさい。 


.裝ぶ向 


• ヒートエレメントの赤熱び 
悪く、燃焼音び大さい。 

•ヒートエレメントに達するほ 
ど炎び高く伸び、炎全体び黄色。 
• ヒートエレメントび極端に赤く、 
黄色巧を帯びていて、とをど 
さエレ六ントの巧か5炎が 
飛び出す。 

•「ピー」と言うような異常音 
びずる。 

•燃焼用空気び多すぎる。 

• 燃焼用空気不足。 

•燃焼 U ングの取り付け不良。 
•ク□スマットの浮き上り。 

•販売店にご相談ください。 

•燃焼空気取入口（給気フィ 
ルター）を掃除する。 
•販売店にご相談ください。 


♦設定温度にコント□ールするために、自動的に「強」(最大）•「中」•「弱」•「微弱」•「ミニ」（最ル)運転を 
くり返します。 

♦設定:温度は目む〜28む、室温表示は日む〜32むまで表示します。 

[★ホ部屋運馬ち系 


♦ r 運転スイッチ」が「入 J の時に r かき眶ボタン」を押ずと、 
r 小き曜ランプ」び「点灯」して小部屋運転モードになります。 
お部屋の広さに含わせて使用してください。ル部屋運転中 
には「強」（最大)運転には、切り替わりません。 


※ル部屋運転時の目安 


/ 

通常運転か部屋運転モード'! 

木 造 

約18畳 -► 約1己畳 

.コンクリート 

約24畳一約2日畳 ， 























使いかた 


温度設定しない場含や停電や電源プラグを抜いた後に再運 
転する場合は、 f み3」 (2 日む）び設定温度となりまず。 

但し、時計-温度記憶機能で前回の設定温度を約孤分間は 
記憶していまず。 


( ID 錐 

b 广|。,け 

Ic t ul 

設定温度室喊豆度 



または(營 )) ボタンを一度押ず。 

♦「ど一」音びして懦尉表示び、「点滅」します。 

( D 温度を上げるとき。 

•デジタル表示を見なびら@のボタンを押す。 

③温度を下げるとき。 

♦デジタル表示を見なび51^のボタンを巧す。 


•温度設ををする場合は 「温度」 表示び 「点滅」 している間(約10秒間）に 
^ ボタンのどち5かを押して<ださい。 

設定でをなかった場含はちラー度押して、やり直してください。 

♦-度温度設定しますと、その遍度を記憶していますので変更をしなし、限 
0、 「消火」 後再運転する場合、同一設定温度になりまず。 


-お願し、- 

★室温が約18で下では r 微弱」または rs 二」 燃焼しないことびあります。 
★温度調節は温風空気取入□イ寸近の温度を感知しておこないますので、ス 
トーブの位置や部屋の大ささによって、必ずしを、「デジタル表示部」の 
室内温度表示と、室温とは一致しません。 


な油セーブ運転 



全運転遇 
(it ) 嚇 


パイ日 


設を温度室巧湿度 






[5j\gEi) 

(ID 


TOYOTOMI 


口油セーブ運転は設お温度よりを室温び約 3 で上昇しますと r 消乂」して無駄な隱房を抑えます。 
灯油セーフ運転を解除していない状態で運転したとさに、室温び設定温度より3で ULL 高い場合は、 
運転ランプは「点灯」しまずび運転はしません。 

また、室温び設定温度まで下びりますと、自動的に再点火させまず。 


® 「な油セーブボタン」を押しまず。 (なミ由セーブ運転の設定及び解隐は運転中にしかおこなえません。） 
♦「丹油セーブランプ」び r 点む」してセツトされます。 

★觸除する場合は再度「灯油セーブボタン」を押してください。 


デジタル表示部 



巧油セ—ブランプ 


運転スイッチ 




巧油セーブボタン 









★タイマー運乾をする場合は、13ページ I 3 現在時 刻を設定しまず I に従って、 
時刻含わせをしてか6でないと運転でさません。 

★タイマー点火時刻を設定しないと、デジタル表示部に 「ら- 〇,-」 び表示されま 
す。 


■タイマー点火時刻は、日分おきにしか設定できません。 

このストープのタイマー運酷は、ファジーコントロールでお部屋の大きさ 
とその時の室温により、自動的に点火時刻をミ夫定し、設定の時刻には、お 
部屋を暖か< しておをます。 

通常、タイマー運転設定時刻の 0 分か 525 分前に運転を開始しまず。 


di 午前目時30分に設定したいとさ 
① r タイマーボタン」を巧す。 

•このとさデジタル表示部の表示が「----」に変わり、 
「タイマーランプ」が「点滅」します。 

(D デジタル表示を見なが目@のポタンを押して5 
にをわせる。 

(D デジタル表示を見ながら@のポタンを押して5■な 
に含わせる。 


のボタンは、—度押すごとに1時間または5分間ずつ進みま 
ず。巧し続けますと連続的に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、デジタル表示部のタイマー時刻び r 点滅」 して 
いる間(約10砂間）にのどちらかのボタンを押してくださし、。 

♦設定でをなかった攝含は、ちラー度 r タイマーボタン J を押してやり直 
して < ださい。 


(D デジタル表示部のタイマー時刻が r 点滅」している 
間に、「運転スイッチ」を巧して r 入」にする。 

♦約1日秒ほど経過ずると「タイマーランプ」び「点巧」し、デジタル表示は現 
在の時刻を表示してセツトび完了しまず。 



設定湿度室の湿度 



全運転理 

(it) ciiD 


S ： 3Q 


設定湿度室内湿度 



タイマ—運転のしかた （タィマ-を使用して暖房を始めたいとき) 



デジタル表示部 



タイマ—ランプ 


使いかた 


運転スイッチ 










使いかた 


★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば変更しない限り、 「タイマーボタン」 を押して 
デジタル表示部のタイマー時刻の r 点滅」 中(約10秒間）に 、 r 運転スイッチ」 を r 入 J にするだけで同一 
時刻で設定が完了します。 

★ 「運転スイッチ」 を押して、 「運転スイッチ」 び r 点规 しているときに r タイマーボタン」 を押すと 「タイ 
マーランプ」 が 「点滅」 し、約 1 日秒程度経過すると 「タイマーランプ」 び 「点 I 灯」 し、セットが完了します。 

女タイマー運転時刻を変更ずる攝合は前記と同手順でおこなってください。 


_ タイマー運乾の解除のしかた _ 

タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前にタイマー運転の解除あるいは通常運転をおこない 
たし、場合。 

1 「運転スイッチ」 を押して r 切」 にずる。 一 〔タイマー運転の解除） 

2 「運転スイッチ」 を再度押して r 入」 にする。一〔通常運転開始〕 


タイマー運転の ミ 主意事項 


★タイマー運転をした場合点火後約1時間後に自動的に消火し、 「タイマーランプ J び r 点灯」 し、デジ 
タル表示部の 「/化- J 表示び r 点な」 して、他のランプは全て r 消：): 了」 しまず。 

連続運転ずるときは、タイマー運転の点火時より1時間 L ソ內に r 時間延長ボタン」を押して<ださい。 

♦これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼ずると、空気不足で危険となるためで、手を触れ 
ない場合は、自動的に消火しまず。 

♦残り燃焼時間び10分になると 「デジタル表示部」 にぶ . g . •< と表示し、2分毎に r ピ ー」 音でお 

知らせします。 

★通常運転中に r タイマーボタン J を押すと、 「消乂 _!して r タイマー運転」 の待機状態になり、タイマー 
運転時刻に自動的に点乂します。 

(但し現在時刻を設定してか5でないと、「タイマー運転」の待機が態になりません。） 

女タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機 中 または消火時に r タイマーボタン」 を巧すと、 w 秒 
間表示します。 

女タイマー運転操作後に停電があったとさや、ス I ブを揺らして対震自動消火装置び作動したとき、 
電源プラグを抜いたとさは点火しません。 

この場合は、再度13ページ ロ 磊在時刻を設是し卖奇 1 を読んで、時刻合わせからおこなってく 
ださい。 


公 
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示設定温度室の湿度 
部 

湿度•時刻台わせ 
時巧 



さげる 


^ TOYOTOMI J 


di ) 嚇 

設を温度室内温度 
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設定温度室城豆度 


消义のしかた 


①「運転スイッチ」を巧して r 切」にずる。 

♦このとさデジタル表示部は現在の時刻を表示し、 r 消臭ランプ」び「点滅」 
して、消臭機能の作動を表示します。 

★消火時に r ジーッ」という音びしますび、これは消火時の臭気を取る吸 
臭ポンプが作動するたゆで、異常ではありません。 

♦消乂後、約15日秒間対流用ファンは回転し続けます。その後自動的に停 
止します。（この間、消臭ランプは点滅していまず。） 

r -消乂時の注意-^ 

★(移動するとさなど)消火後、対流用ファンび止まるまで、電源プラグをコ 
ンセントか5抜かないでください。音び出たり、炎び出たり、ススび発生 
して再点乂後に安全装置び作動してエラーで停止することびあります。 

(25 ぺージ1異常のお知6せ(デジタル奉示の見かたリ参照） 

女緊急のとをを除いて、消火は必ず「運転スイッチ」を使用してください。 
霞源プラグをおいて消火させないでください。 


-お願い- N 

女消乂操作をしたときは r 運転ランスの r 消灯」とバーナ ー! 巧の火び消える 
ことを確認してくださし、。 

★消火時にはバーナー(燃焼部)内で r ボッ」と言ラ音や r ゴーゴー」と言ラ音 
がします。これは消乂を確実にするためで異常ではあ0ません。 

女点火してすぐに消乂操作をしたとを、さつい臭気び発生することびあり 
まず。点火後約撕分はで定るだけ消火しないでください。 

★長期間留守にするとをは、必ず電源プラグをコンセントか5振いておい 
て < ださい。 


★消乂後ずぐに再点火ずると、異常音び出ることがありまずので、しば! 5 く 
(約1 日分)待ってか 5 再点义してください。 

★ス I ブび暖かいラちに再点火操作をした時の予熱時間は約郎秒でず。 


★消し忘れによる、万一の事故を防止するために、 点火してか 6 3 時間燃焼が 
継続ずると、「デジタル表示部」に「3化-」を表示して、自動的に消乂します。 

•残0の燃焼時間が、1日分になると「デジタル表示部」に数字で ぶ. 3 • . . 

と表おします。 

•この間、2分毎に r ピー」音でお知らせしまず。 

〇消乂ずる前に r 時間延長ボタン」を押す。 

♦その時点から再度3時間の燃焼継続び巧能になります。 

♦自動消乂した場合は、 「運乾スイッチ J を押し直してください。 


消し忘れ消乂装置の使いかた 


消乂後再点乂ずるとをのを意 


〇か部 ^ 


3巧巧し 


運転スイッチ 

I 







使いかた 


1運転中にチャイルドロックを「セット」したとき。 

• r 運転 スイッチ」 で r 消乂 J のみびでをます。 

♦設定温度の変更など他の操作はでをません。 

2消火中にチャイルド□ックを r セット」したとき。 

♦ずべての操作びでさません。 

3チャイルドロック中に点乂もしくは再点乂したとも 

•デジタル表示部に「ら-む-」び表示され点火しません。 

f - 

チャイルド□ックの使用は、 こ pr チャイルド□ックポタン」 を3秒た〇：押 
すことで、 「セット」 又は r 解除」 びでをます。 

CF @ 3秒巧し 

「セット」…〇チル的)ク「チャイルドランプ J び「点な」。 

65=® 3巧巧し 

「解除」... 〇チ每レ化)ウ「チヤイルドランプ」び r 消灯 J 。 


設を温度室巧湿度 

源度•時刻さわせ 
時巧 


転 a 

(Mb 


チャイルド□ックは、お子様のいたず5操作の防止や、誤って運転スイッ 
チを押しても点火しないよラにしたいときに使用しまず。 


チャイルド□ックの使いかた 


★閉め切った部屋などで長時間運転をずると 「換気ランプ」 び 「点滅」 し r ピー」 dD 

音が日秒間鳴って運転を停止し、 「デジタル表示部」 の「 ---- 」が「点 ミ 威」 しま nr 

設起窗居 

「換気ランプ」にたよらず、1時間に1〜2回は必ず部屋の換気をしてください。 


設定温度室の湿度 


換気ま意表示の見方 


★ク U —ニング燃焼はバーナー内の巧れを除去ずるたがの燃焼です。 

♦強燃焼で約2時間政上の連続運転をしますと、デジタル表示部に「。05」を 
表示して自動的に弱燃焼によるクリーニング燃焼を約日分間おこないます。 
その後自動的にわとの燃焼状態にちどりまず。 


( S ) 働 

a •如 

ミを窟度室内湿度 


クリーニンク燃焼表示 


デジタル表示部 チャイルドランプ 


運転スイッチ 


チャイルド n ッタ 

















安全装置 

★安全装置が作動するのは何5かの異常があるとをですか5、下記の姐置をしてち圧常にならないとさは、 
お買い求めの販売店にご相談ください。 

★再点乂操作とは一度 r 運転スイッチ J を r 切 J にしてから再び巧し直して r 入」 にすることをいいます。 


( 安を装置名 

はた5を 

処 置 > 

巧 震 自動 
消义装置 

♦運転中にストーブ本体び地震(震度約5し^上)や 
強い振動、衝撃を受けたとを、火災などの危険 
を防ぐために自動的に運転を停止します。 

♦地震によって作動した場合は、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 

油のあふれなど、異常びなし、 
ことを確認した後、再点火し 
てください。 

不完全燃焼 
防止装置 

♦換気不良、手入れ不良、その他の異萬によりバ 
ーナー部への空気の供給び不足したとさ不完全 
燃焼による危険を防止するちのであり、自動的 
に燃焼を停止しまず。 

•作動した場合は、燃焼空気取 
入□(給気フィルター)の掃除 
をし、部屋の換気をしてか5 
再点火して < ださい。 

この装置は、あくまでも不寬全燃焼による危険を防止するため 

のものであり、使用中は化ず1時間に！〜2回換気して、新鮮 

な空気を補給してください。 

1 — 

(22、23ぺージ参照） 

点火安全 
装 置 

•点义ヒーターの赤熱不足や、バーナーヴーミス 
夕の不良による点火不良。 

♦点火ヒーター•電磁ポンプ•ブ□アモーターなど 
の故障により点火しないとさに、運転を停止し 
ます。 

•点乂ヒーターの故障び原因で 
運転を停止したときはバーナ 
一 底のク□スマットにな油が 
しみこんでいまず。 

完全に乾燥させてか5、ご使 
用 < ださい。 

(販売店にご相談ください） 

停電を全 
装 置 

♦運転中に停電や電源プラグを振くなどして電源 
が切れたとさは、自動的に運転を停止しまず。 
再び通輩されてち運転しません。 

♦タイマー運転中に停電があった場合、タイマー 
運転は解除されます。 

•再点火操作をします。 

•現在時刻の設定とタイマー運 
転時刻の設定をやり直します。 

( 13、1日、17ページ参照） 

燃焼制御 
装 置 

♦燃焼中に炎が消えたとを、自動的に運転を 停止 
させる安全装置です。 

•再点火操作をしまず。 

過熱防止 
装 置 

♦フアン モーターの故障や異常燃焼などの原因で 
ス 1 -ー ブび異常過熱したとさ、乂災などの危険 
を防ぐたゆに燃焼を停止します。 

♦温風空気取入口のほこりを取 

D 除いてから、再点火操作を 
しまず。 

(23 ページ参照） 

消し忘れ 
消乂装置 

\ 

•消し忘れによる危険を防止ずるために、点火し 
てから3時間、燃焼び継続ずると自動的に燃焼 
を停止しまず。 

•消火する前に「時間延長ボタ 
ン」を押す。 

♦消火した場合は、再点火操作 
をします。 

(1 日ページ参照） 






点検-手入れ 


定期点検のおすすめ （2 シーズンに1回程度) 


長期間ご使用になりまずと、機器の点横が必要です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
ま全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、又は 
修理資格者〔(財)曰本石油燃焼機器巧巧協会 ( T 孔 03-3499- 292のでおこなラ技術管理講習会修了者(石 
油機器技術管理±)など〕のいる店、当社などに点横依頼されることをおずすめします。 


曰常の点検•手入れ 


★点横•手入れをずるとをは、必ずストーブを消乂し、電源プラグをコンセントか5抜いて、本体温 
度が巧分下がつてからおこなつてください。やけどや感電をずるおそれがありまず。 

★部品に触るときや、内部を掃隙するとさは、手をけびしないよラに、手袋をはめておこなってください。 
★本体をベンジン、シンナーなどでみかないで<ださい。変色します。 

★電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


周囲の可燃物 


>ス I ''ープの周固は、 
常に整理、清掃し、 
燃えやずいわのを置 
かないよラにして< 
ださい。 



ほこり 


♦ス I -ーブについたほこりやちれは、掃除機で暇 
い取ったり固くしぼった鶏れ雑巾などでふを取 
ってぐださし、。 

汚れたままのご使用は危険のちとですし、スト 
ーブのいたみを早めます。 


ミ由漏れ、油のたまり、油のにじみ I 

♦万一油漏れによって、油のたまり、油にじみび 
生じているときは、消火操作をし、原因をたし 
かめ防漏赃置をし、油漏れびなくなったことを 
確認してか6点火操作をしてください。 




♦油タンクの給油□口金の弁 
部などに、ごみびはさまつ 
ている場合びありますので 
取0除いて < ださい。 


置台に 
油にじみは 
ありませんか。 


巧ず 


1週間に1回1；!上 



燃焼空気取入 □ (給気フィルター）の掃除 


♦本体側面にある燃焼空気取入口(給気 フィルター) に、ごみやほこりび目づま 
りしますと、燃焼巧の空気量び減って点火時に白煙び出たり、燃焼中に不完 
全な燃焼となり炎び高く伸びたり r ピー」と言5よラな異常音びずることがあ 
0ます。 

燃焼空気取入 □ (給気フィルター)に付いているほこりを、霞気掃除機などで 
吸い取って < ださい。 








時々、給気フィルターをはずして掃除してください。 

給気フィルターの目の中びつまっている 

攝合びありますので、やわらかいフラシ f \ 4 

などで、給気フィルターの目のつまりを 齡峰 

掃除してください。 © 糊蘇、 

(光にかざして目づまりびされいになっ 

たか確認してください。） \ 


-お願し、- 

★巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

巧れが取れないときは、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使苗ください。 
★取りはずしたときは、必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になります。） 




ガードと反射板の掃除（必ず手袋をはめておこなってください y 


♦パイプフレームは取りはずせません。 

♦ガード端の上下2箇所をしっかり持ち、手前にガ 
ードをみく 5ませ、パイプフレームの2箇所の巧 
からガードを取りはずします。 

★をちどち6からでちガードは取りはずせます。 


♦ガードや反射板にほこりやミちれび付着した攝合は、 
やね5かい巧で掃除してください。 

女反射板にほこりや巧れび付着すると、反射率び悪 
くなりまず。 

( -お願い- N 

女このとさがずス I -ーブを消火し、本体温度び 
充分下がってか5にしてください。特にガラ 
ス炎筒は、温度が下びるのび遅いですから、 
やけどには充分気を付けておこなってくださ 
し、。 


パイプ/ 

フレーム 



ガードを手前に引をます。 



反射板の掃除 


ガードの掃除 


. L 晶覃1空気取入口の掃除 — 

♦本体背面にある温風空気取入□にごみやほこりが目づまりしますと、溫風用 
空気量び減って過熱防止装置びはた5いて消火します。 

巧流用フアンび停止していることを確認してから温風空気取入口に付いて 
いるほこりを、電気掃除機などで吸い取ってください。 



点検•手入れ•アフターヴービス 


-1 こ/ 33/ さ 立こ Mf 1 一 
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点検-手入れ 


温風吹出口（ルーバー）の掃除（必ず手袋をはめておこなってくださし、) 


♦温風吹出□りレーバー)びミちれたり、ほこりび付着した 
場合は、電気掃除機や、固くしぼった城れ雑巾などで 
ふさ取って < ださい。 

お願し、 


★このときおずス I -ーフを消火し、溫風吹出口(ル 
ーバー)が冷えてか6おこなって < ださい。 
やけどをするおそれびあります。 




油受けの掃除 


♦油受けは灯油は通しますび水は通しにくいフィルターででをています。油 
叟けに水やごみびたまると、油タンクに口油びあるのに、「給油ランプ」び 
「点'な」ずることびあります。 

♦ r 油タンク」を取り出してから、「油受け」を傾けないように取り出し、たま 
つた水やごみを取0除いて < ださい。 

f -お願い-^ 

★油受けは、水で洗わないでください。必ず！な油で洗ってください。 



巧震自動消乂装置 


♦燃焼中にストーブをゆすって、自動的に消火ずるかを点検してください。 
♦自動的に消火しまずと、「デジタル表示部」に「 f - 5」を表示します。 


シーズンに！〜2回む上 


油タンク、油受けざ5の掃除 


♦油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポンプ尊で油タンクや油受けざ5内のかやごみを取り除いてくだ 
さし'!。 

油タンク内のわずかに残った灯油は、油タンクに給油口 □金を取り仰ブ、油受けを給油ロロ金に押し当て、 
油タンクを左ちにゆすって抜いて < ださい。 




電源プラグ、コンセント 



•電源プラグ、コンセントにほこりやミちれびたまると火災の原因になることびあ 
0ます。 

電源プラグをコンセントから振いて、付着したほこりや巧れを取り除いてくだ 
さい。 


公 























故障-異常の見分けかたと処置のしかた 


異常のお知らせ（デジタル表示の見かた) 


安全装置が作動すると、自動消火しまず。また、デジタル表示部に故障.異常の原因が表示[エラー表示] 
されます。繰り返し表示ずるときや運転しないとをは、お買いまめの販売店へご連絡ください。 


=> 

今 

今 

今 

今 

今 

今 

今 


今 

今 

今 

今 

今 

=> 


処置方法 I 

♦しばらく待ってから再点义操作をしてください。 

参温風を気取入口、涵風吹出口(ルーバー ) の掃隊を 
して < ださい。 

(23、24ベージ参照） 

♦ストーブの周囲の障害物を取り除いてくだをい。 

♦運乾スイツチを一度 r 切 J にしてから現在時刻•タイ 
マー点义時刻-室温設定をしてください。 

参電源ブラグなど電源をご確認ください。 

参電気系統の故障です。お買いボめの販売店まで「デ 
ジタル表示」などをご連結< ださい。 

♦修理が必要でず。お買い巧めの販売店または別紙の 
お客様相談窓□一度まで、「デジタル表示」などをご 
連結ください。 

♦しばらく待ってか 6 泻点义操作をしてください。 

参お買い巧めの販売店または別紙のお客様相談窓口一 
度まで、「デジタル表示」などをご連紹ください。 

♦ス1ブび傾いていないか確認してか5、再店、乂操 
作をしてください。 

♦燃焼空気取入口（給気フィルター）、油受けの摘除を 
してください。（22、23、24ぺージ参具育） 

参修理び必要でず。お買い巧めの販売店または別紙の 
お客様ホ目談窓□—廣まで、「デジタル表示」などをご 
連結ください。 

•ス1ブの周囲の障害物を取り除いてください。 

•里気系統の巧障でず。お買いボめの販売店または別 
紙のお客様相談,香□—留まで r デジタル表示」などを 
ご連絡ください。 

♦燃焼空気取入口（給気フィルター)、油受けの掃除を 
してください。（22、23、24ページ参照） 

♦修理び化要でず。お買い求めの販売店または別紙の 
お客様相談窓□-資まで、「デジタル表を」などをご 
連絡 < ださい。 

♦運輯スイッチを r 切 J にして、チャイルド□ックを解 
除して<ださい。巧□ぺージを目負） 

•運転スイッチを r 切」にして、タイマー点义時刻を設 
定して< ださい。 （17 ページ参照） 

♦窓やドアを開けて巧分に部屋の換気をおこなってか 
日再点义操作をしてください。 

♦な油を給油してか 6 再点义操作をしてください。 

♦再点义操作をしてください。 

♦再点火操作をしてください。 


•操作部のいずれかのボタンを押してください。 


デジタル表示 

点灯(点滅)の意巧 > 

E-0 

♦過熱防止装置び作動しました。 

F-D 

•停電消乂を電源が入りました。 

E- 1 

♦ルームヴーミスタび断線しました。 

戶 一 / 

♦パーナーか’予熱不足でず。 

♦八’ーナーヴ ー S スタび断線しました。 

♦点义ヒーターが断線しました。 

ら -? 

♦消义後ずぐに再点义操作しました。 

•点义巧を皆垣が作動しました。 


♦地おにより消义しました。 

•本がを楠けたり、強い振動、衝おびちえ6 
れ消义しました。 

ら-ら 

•不完を燃焼防止装置げ作動しました。 

E-1 

♦室温が33で L ソ上になりました。 

E-B 

♦ブロアモーターげ停止しました。 

E-3 

♦点火巧を装置が作動しました。 

と广〇广 

♦チャイルド □ ツク中に運転スイツチを「入」 
にしました。 

♦タイマー点义時刻び設定されていません。 

パ’一表を点減 

が酸素不足でず。 

給油ランプ 

♦灯油がな< なり消火しました。 

お广 

タイマーランプ 

•タイマー運転び終了しました。 

が r 

•消し忘れ消义装置にて消义しました。 

全消 1 打 

♦省電力機能が作動しました。 （13 ページ善照） 


点横•手入れ♦アフタ^サ I ビス 


店 

















故障-異常の見分けかたと処置のしかた 


灯油を入れる 

こぼれたな油をされ 
いにふさとる 

部屋の巧分な換気を 
ずる 


フィルターを掃除ず 
る(22、23ぺージ参照） 


燃突 
然 

焼す 

ベ 

音て 

の 

がラ 
ン 

大る 

さ消 
X 

し、る 


処置方法 


〇電源プラグをコンセ 
U ントに差し込む 

停電復帰後、再点乂 
U 操作をする 


再点义操作をする 


油タンクと油受け内 
のかを取り除く 

市販の給油ポンプで 
ホ:混入のな油をずつ 
かり抜く 


変質な巧や不純な油 
を良質の灯油に入れ 

I IOI I IOI かぇる 

販売店にご相談くだ 
さい 

操作部のいずれかの 
〇ボタンを巧してくだ 
さい。 （13 ぺージ参照) 

正しい給油□口金を 
取付けてください。 
(10 ぺージ参照） 


1 


r 表示は、「デジタル表示」エラー表示を示します。 


故障かなと思ったとさに 


点 

が 

火 

が 

時 

大 

に 

さ 

白 

< 

煙 

な 


置台に油にじみがある 
使用中急に消える 
使用中室內げにおラ 
換気ランプび点滅する 


〇 solo —S |0 I 〇 

I \ 〇 \ 〇 I 
: - - : 〇 
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1 ス I ブを消乂し、ス I -- ^ブが充分冷えてから、電源プラグをコンセントから 
巧<。 

2燃焼空気取入□(給気フィルター)、温風空気取入□、温風吹出□(ルーバー)、 
電源プラグに付着したほこりやミちれを掃除してください。 

♦燃焼用空気取入口(給気フィルター)は巧なのでふくのはおやゆください。かえって目づまりしまず。 

3油タンク、油受けざ S 内の口油、ごみ、水気を取り出す。 

♦請や巧あさの原因になります。 

4器具の表面をよくふいて、ミちれを取る。 

♦固くしぼった属れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で;ちれを取り、乾いた巧で水気をみさ取ってくだごい。 
(シンナー、ベンジン等ではふかないでください。） 

5包装箱に入れて保管ずる。 

♦□金開閉具は、紛失しないよラに、本体の背面にある □金開閉 
具取付 穴に引っ掛けて保管しておくと便利でず。 

★□金開閉具についた灯油は、よくさ取ってください。 

♦湿気のかない所に保管してください。 

♦傾けたり、横にしないで<ださい。 

抜けされなかった巧油び漏れることびありまず。 

★取扱説明書-保証書ちおず保管してください。 

廃棄するとき 

24ぺージ「沾歹 女ろ、~ 油 查打ざ5①磊福 1 の項を参照して、油タンク、油受けざ5内の灯油を抜き取っ 
てか5廃棄してください。 


□金開閉具取付巧 



部品父換のしかた 


部品交換のとをのを意 


•部品交撰や修理をお受けになる場合は、曰本石油燃焼機器保守協会でおこなラ技術管理講習含修了 
者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨します。 

女 不完全な修理は危険です。 

★故障したをのは使わないで<ださい。 


♦短時間に消耗する部品は特にありませんび、交換部品び必要な場含は、お買いまめになった販売店 
にご相 i 炎ください。 

★部品は必ず純正部晶(指定された部品)をご使用ください。 

★部品を交換するときは、ストーブを消乂し、本体び充分冷えてか5、電源プラグをコンセントか5 
抜いておこなってくださし、。 


保管のしかた(長期間使用しない場台） 

★ストーブを保管する場含は、のページ 点検•手入れ の項を参照して、ス I -ーブの手入れをして 
か5保管してください。 

★いたんでいる箇所は必ず修理をしてから保管して<ださい。 


i 点検•手入れ•アフターサ^~~ビス 








f 型式の呼び 

LR-68 、 

種 類 

ポット式-強制通気お-強制対流お 

点火 方式 

電気点火： 

,使用 燃料 

灯油 （ JIS 1 号） 

燃料消費量 

1 

最大 

0.巨巨己し /h 

最ル 

己.2已3し /h 

;暖房出力 

1_ 

最大 

6.79 kW 


2.60 kW 


反已 L 

' 燃焼継続時間 

9.8 時間（最大燃焼時） 

i 巧 お 寸 法 

高さ日目 0 mm 幅7日 4 mm 奥行3已已 mm (置台を含む） 

質 量 

21 kg 

電源題圧及び周波数 

100 V ■ 己0/己 OHz 

定 巧 

消費 電力 

点火時 240/24( DW 燃焼時3己/ 30 W 
最大 680/680 W (点乂初期に短時間発生）待機時日.8/日. 7 W 


騒音値（正面）※ 最大燃焼時 38 dB 最ル燃焼時29犯 



_ 4 A _ 

対震自動消火装置、点乂安を 装置、燃焼制御装置、過熱防止装置、 
停電安全装置、不完全燃焼防止装 置、消し忘れ消火装置 
口を開閉具 （1 個） 



















♦このフアンヒーターは電源周波数前、郎 Hz とわ同一仕様でず。 

★電源周波数の異なった地域への転居でをそのままお使いいただけまずび、高地への転居、高地からの転 


居は再調整び必要でずので、別紙の I お客様相談窓口一覧 ] までご相談ください。 


/ 

故障•破損したら、使用しないで < ださい。 

不完全な修理や改造は危険です。 0 %) 

分辭禁止, 

/1\注恩 


修理•引越しなどで、ストーブを運搬される時は、必ず油タンク、油 

受けざ5のな脈いてください。 ■■ 

運搬の鈍にな油びこ脚、剛轿ずちそれが部ります。 

指示, 

爪注忌 

、 ! 


商障•修理を蜂が i 错網 

アフターサービスについてわか日ない場含は、お買いまめの販売店、または、もよりの「哀客様相談畜■己 
(別紙参照)までお問い合わせください。 




アフターサービス 


保証について 


♦添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。 

記載巧容をご5產認のうえ大切に保管してください。 

女保証期間はぉ買ぃ上げの曰より1年間です。 


I 修理を依 頼ずるとさ I 

♦ 故障•異常の見分けかたと処置のしかた牌べージ)に従って、お調べください。直らないときは、ご 
使用を中止し、必ず電源プラグをおいてか6、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いただをたい内容は次の通りでず。 

の品名‘’•石油ファンヒーター(強制通気形開放式石油ストーブ） 

③型式の呼び… LR -68 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ、おところ、電話番号 

♦修理に隙しましては保罰書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただきます。 
♦保証期間び過ぎていると去は、修理すれば使用でさる塌合には、ご希望により有料で修理させていただ 
をます。 

♦修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されていまず。 


この取扱説明書と本体に表示されている禁止事項-注意事項および通常使用に反して使用された場含 
の故障、事故につをましては、保証いたしません。 


補修用性能部品について 


★石油フアンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後目年でず。 
•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するたゆに必要な部品です。 


転居される場合 


点檢•手入れ•アフタ^ —ヴービス 













LR -68 取扱説明書 


信情点検1 

参 E ミ由フマ、ノヒー々 一の補修 

★長年ご使用の石油ファントタ-の点検を！ g|g 離!轟期譜: 

口 

ご使用の 際 
このよ弓なことは 
あ 0 ませんか 

1 •油漏れする。 

•撼焼中強いにおいがする。 
•おび異常に黄色い。 

•予熱時間が異常になびい。 

•運転中異常な音びする。 
♦その他の異常 • 故障びある。 

► 

ご 使用 
中止 

故障や事故防止の 
ため、コンセント 

か6電源プラグを 

巧いて、おず販売 
店に点検-修理を 
ご巧頼ください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


/ 

型 式 

LR-68 

お買上げ年月日 

■ • ^ 

年月 曰 

お買上げ店名 

(電話番号） ( ) - 

J 


株式会社1^31^ミ 

本 社 名古屋市瑞穂区桃園町日番17号 
干467—日8己己 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 



巧すをなトヨト5は快适巧巧の一巧としてこの®扱^#は再生紙を度巧しています。 


る《バルブだな*1壬 J 4 S 任巧 






